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　「
大
事
な
の
は
感
謝
と
恩

返
し
」。
少
し
前
の
ド
ラ
マ

で
心
に
残
っ
た
セ
リ
フ
で

す
。
こ
れ
は
ど
の
業
界
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
同
じ
で
、

目
先
の
利
益
ば
か
り
求
め

て
そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
て

し
ま
え
ば
人
は
つ
い
て
こ

な
い
。
今
の
自
分
に
感
謝

と
恩
返
し
が
で
き
て
い
る

の
か
、
人
と
し
て
大
切
な

こ
と
を
何
な
の
か
改
め
て

教
え
て
く
れ
ま
し
た
▼
春

は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。

自
分
も
そ
ろ
そ
ろ
異
動
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
広
報

担
当
６
年
目
の
春
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
た
取
材
先
で
た
く

さ
ん
の
人
に
出
会
え
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。
　
　 （
田
）

つなぎ美術館　〒 869-5603　熊本県葦北郡津奈木町大字岩城 494　☎ 0966-61-2222　FAX 0966-61-2223
開館時間　10:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）　※モノレールは当面の間運休。
休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始（12/29 ～ 1/3）

MUSEUM INFORMATION

つなぎ美術館情報

リフレクション　蔵野由紀子　佐野直
絵画の多くは人の心と社会を映してきました。未曾有の危機を迎え激変する時代に、
画家は何を考え、絵画は何を伝え残してゆけるのでしょうか。繰り返し反射する光や
音を受け止めるように自身に生じるさまざまな事象を作品へと昇華させてきた熊本を
拠点とする２人の気鋭の画家、蔵野由紀子と佐野直。両者の作品を展示することで、
これまで当たり前とされてきた価値が問われる時代に地方において自身と社会を見つ
めながら創作活動を続けることの意義を考えます。

期　間　　　　　　　　　
場　所　つなぎ美術館１階展示室
観覧料　一般 300 円、高・大学生 200 円、小 ･ 中学生 100 円
　　　　（町内の小・中学生は無料）

４月 24 日㈯～７月 25 日㈰
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５
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５
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６
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。

スマートフォンなら「マチイロ」
「広報つなぎ」をいつでもどこでも読むこ
とができる無料アプリです。ＱＲコードを
読み取り簡単な登録を済ませて
ください。
※アプリのダウンロードや登録
は無料、通信料は利用者負担。 QR コード

香梅アートアワード奨励賞選抜二人展

赤崎水曜日郵便局　水曜日の消息（収蔵品）
2013 年から 2016 年にかけて旧赤崎小学校を舞台に実施された、アーティストと住民
が人々の日常を全国に向けて発信するアートプロジェクト「赤崎水曜日郵便局」。全
国から届いた手紙の一部（200 通程度）と小池アミイゴによる書籍「赤崎水曜日郵便局」
の装画・挿絵を展示します。

期　間　　　　　　　　　
場　所　つなぎ美術館３階展示室
観覧料　無料

４月 24 日㈯～７月 18 日㈰

植樹祭
現代美術家柳幸典氏の作品に使用するハーブを旧赤崎小学
校で植えます。どなたでもお気軽にご参加ください。

日　時　　　　　　　　
場　所　旧赤崎小学校（雨天中止）
準備物　軍手・自宅で育てているハーブ
※不参加者は５月 22 日㈯までにハーブを美術館にお持ちく
ださい。

５月 23 日㈰　午前 10 時～正午


